
当社 の立 場 につ ぃ て

原子 力発 電 に対 す る

総 裁  内 海

このごろ,発電コスト何円何十銭という恰も確定

的であるかの如き報道もありますが,その計算の根

拠に未だ多くの疑間を残して居ります。

これらの問題を一つ一つ,科学的に,又,技術的

に二日も早く解決して行くべきであり,そのために

は,政府も民間も心を合せ,力を合せて行かなけれ

ばなりません。

そして,いずれ確実にソロバンに乗るようになり

ますれば,これは勿論民間会社が自主的に,又自由

に開発すべきでありますが,そ うなるまでの間は,

先進国の例に見ますように,国家が,国家資金を投

じ,すべての危険を負担して開発して行かなければ

ならぬのではないか。

政府は,只今東海村に実験炉を作って居りますが

実験炉から進んで発電炉を建設し,更にこれを運転

営業して行く場合には,まず国策会社である電源開

発株式会社が,政府機関に協力して,当分これを担

当することが適当ではないか, とかように考えて居

る次第であります。そこで私共は,何時でも国の要

請を受けて立つ心がまえをもって,勉強して居る次

第であります。

原子力時代になれば,も早やグムは作らなくてよ

いとする人もありますが,私は,大規模の火力発電

と同様に,原子力発電も,ダムによる水力発電と抱

き合せて運転して始めて,両方がその効率を高める

のでありますから,火力発電,原子力発電と併行し

てダムも造らなければならぬ,ダムの建設費が現在

よリズット高くなっても,全体としてはラ|き合うと

いう時代が来るものと考える次第であります。

この意味におきまして, 日本の残された水力は一

つ残らず開発さるべきは勿論,従来とても引き合わ

ぬといって見捨てられている地点も取上げられる日

が将来必ず来る,又果してそうだとすれば,我国水

力の将来は益々重要さを加えて行くものと,かよう
に考える次第であります。
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